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　スポーツ時における身体接触は外傷を引き
起こす要因の一つであり、事故が生じた場合
には責任問題に発展する場合がある。このこ
とから、近年では身体接触を伴う競技種目（コ
ンタクトスポーツ）が敬遠される傾向や、身体
接触を排除したルールにて変更・工夫してい
るスポーツもある。その一方、学校内を含む若
年層の暴力事件やいじめ問題で“他者の痛み
を知らない”との指摘も存在する。これらの社
会的背景には、身体接触の機会の少なさがそ
の一因となっている可能性が推察される。こ
のような背景から、本研究では幼少年期にお
ける身体接触を伴うスポーツの経験が心の発
育・発達に与える影響を調査することを目的と
し、2014年度から研究を開始した。本年度に
おいては、スポーツを専門的に行なっている大
学アスリ トーを対象として、調査を行なった。
本研究グループでは、これまでにスポーツ指
導者（99名）を対象として、スポーツのイメー
ジと教育効果に関する自由記述による質問紙
への回答を求め、Text Mining Studio（NTT数
理システム社製）を用い、単語頻度解析、こと
ばネットワーク、単語共起分析からことば同士
の関連を整理した（2014）。この結果、コンタク
トスポーツのイメージと教育効果として、「(A)
スポーツマンシップ」、「(B)攻撃性」、「(C)レジ
リエンス」、「(D)プライド」、「(E)社会的技能」、
「(F)同情（痛み）」、「(G)情動的共感」の７つのカ
テゴリーが見出された。本研究では、このテキ
ストマイニングのよる分析から得られたカテ
ゴリーをベースとし、心理学において信頼性、
妥当性が立証されている既存の質問紙を用い
て質問項目の選定を行い、14因子、計43の質
問項目について７段階の評定尺度法を採用し
調査分析を行った。尚、調査は大学体育会強
化部に所属する学生439名を対象とした。
　回収した質問紙は、(1)コンタクトスポーツ
と(2)非コンタクトスポーツ、(3)接触型スポー
ツの３群に分類し分析を行った。尚、コンタク
トスポーツは、ラグビー、相撲、アメリカンフッ
トボール、レスリング、剣道、柔道、非コンタク
トスポーツは、スキー、陸上競技、水泳、接触
型スポーツは、相手との接触をしながらプレー
を行う競技種目とし、バスケットボール、アイ
スホッケー、水球、サッカー、ハンドボールの
それぞれに分類した。コンタクトスポーツは計
156名、非コンタクトスポーツは計92名、接触
型スポーツは計191名であった。
　回答結果は、14の因子においては平均値を
算出し質問項目数で除すことで標準化を行な
った。結果の分析にあたっては、計12因子に
ついてＺ検定法（対応のない平均の差の検定）
を施し、有意差を検証した。また、各因子の関
連を調査するために、因子間の相関分析を行
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なった。尚、調査分析については、調査の目的
とデータの分析方法を、対象者および専修大
学スポーツ研究所研究倫理委員会の承認を
得た。
　その結果、本調査では、スポーツマンシッ
プ（スポーツの効果、スポーツマンシップ、ス
ポーツの価値）、攻撃性、レジリエンス、プラ
イド、社会的技能（社会的表現性、社会的感受
性、社会的コントロール）、同情（痛み）、情動的
共感（情動的共感、情動的表現性、情動的感受
性、情動的コントロール）の７つの心理面（14
因子）について、コンタクトスポーツ、非コン
タクトスポーツ、接触型スポーツの３群間の意
識水準の比較を行った。この結果、因子の平
均値においては「スポーツマンシップ」、「スポ
ーツの価値」、「攻撃性」の３つの因子に有意
な差が認められた（図１）。本研究では、コンタ
クトスポーツにおけるイメージや教育効果を
もとに質問紙を選定したが、特にコンタクトス
ポーツ経験者で高くなると想定していた「レジ
リエンス」、「情動的共感」、「同情（痛み）」に
ついては、有意な差が認められなかった。「レ
ジリエンス」は、「深刻で危険な状況にかかわ
らず、適応的な機能を維持しようとする能力 
(Rutter, 1985)」、「人が不遇な境遇に出あった
ときに発揮される力（佐藤と祐宗, 2009）」と
され、恐怖を伴うような強いぶつかり合いを伴
うコンタクトスポーツにおいては、非コンタク
トスポーツと差異があると予想されたが、本研
究においては有意な差を認めることができな
かった。また、「誰かが助けを必要としている
とき、助けてやりたい」、「困っている人たちが
いてもかわいそうだという気持ちになる」など
の質問からなる「同情（痛み）」や「情動的共感」
においても、心身ともに痛みを感じやすいと考
えられるコンタクトスポーツにおいて、非コン
タクトスポーツと間に差は認められなかった。
一方、因子間の相関分析については、コンタク
トスポーツに特徴的な知見を得ることができ
た。コンタクトスポーツにおける「スポーツの
効果」因子において、「情動的共感（.423）」、「プ
ライド（.470）」、「同情（痛み）（.599）」に、「ス
ポーツマンシップ」因子において、「同情（痛み）
（.480）」に、「スポーツの価値」において「プラ
イド（.441）」と「同情（痛み）（.465）」に有意な
正の相関が認められた（図２）。このことは、コ
ンタクトスポーツにおいては、スポーツマンシ
ップの意識が高ければ、情動的共感や同情（痛
み）の因子も高くなることを裏付けるものと考
えられる。
　本研究の結果からは、コンタクトスポーツは
非コンタクトスポーツと比較して「攻撃性」が
高い傾向が認められた。その一方、同情（痛み）
や情動的共感の心理面には、非コンタクトス
ポーツとの間に差を認めることはできなかっ
たが、スポーツマンシップの因子とそれらの因
子に相関関係を認めた。これらのことから、コ
ンタクトスポーツにおいては、スポーツマンシ
ップやスポーツの価値に関する意識が高けれ
ば、相手の痛みを知ることや、情動的な共感が
高まるということが本研究から示唆された。
　本研究は「幼少年期における身体接触を伴うスポ
ーツの経験が心の発育・発達に与える影響（JSPS科
研費 26560420）」 の助成を受けたものです。本研
究内容は、身体運動文化学会第23回大会（大阪教育
大学）で発表した。
　本研究を進めるにあたりご指導とご助言を賜りま
した法学部後藤肇先生に感謝の意を表します。
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図２）因子下位尺度の相関関係
